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本研究では，運動着(ジャージ･スウェット)の日常的な着用が大学内の景観と授業態度に与える影響につ

いて，定量的に明らかにするため，運動着での登校が学内の景観イメージにネガティブな影響を及ぼす，

運動着での登校が授業態度にネガティブな影響を及ぼす，という二つの仮説を措定し，筑波大学の学生を

対象としたアンケート調査により検証した．その結果，運動着での登校は，大学内の景観イメージに｢似

合わない｣とネガティブな影響を及ぼすこと，ならびに運動着の登校は，遅刻や居眠りをする度合いが増

加するなど，授業態度にネガティブな影響を及ぼすことが明らかとなった．他にも，大学に公共交通で通

っている人の方が，そうで無い人と比べ運動着登校経験が少ないこと，運動着登校経験がある人の方が運

動着登校に関してポジティブな意見を形成していることが示された．  
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1. はじめに 

 

｢服装の乱れは心の乱れ｣という標語は，1980年代頃よ

り主に学校教育現場の生徒指導の際などに用いられてき

た．｢心の乱れ｣は，授業をはじめとする学業に取り組む

姿勢の低下，生活の乱れなどを指していると考えられる．

これは一般に，制服などドレスコードが定められた場で

の服装の乱れを指摘し改善するための標語であるが，実

際にそのような因果･相関関係の存在有無については，

直感的にはあり得ると感じられるものの，時と場合によ

っては定かではないと考えられる． 

一方で，一人一人の服装が景観に及ぼす影響について，

青木1)や藤井2) 3)の研究では，服装を含む個々人の振る舞

いが都市景観の構成要素であることに言及している．我

が国では，何らかのドレスコードが無い限り，服装の選

択は個人に任されている．しかし，例えばオフィス街で

はスーツにネクタイの人々が集う景観が似合うであろう

し，結婚式ではフォーマルなスーツやドレス，登山道で

は登山に適した服装が似合うのである．つまり，コミュ

ニケーションの手段として，社会的文脈に合致した服装

の選択がよりよい景観を創り出すのではないかと考えら

れる．  

このように服装は学業や生活態度など個人的な問題に

影響するだけでなく，その場所の風景，景色にも何らか

の影響を及ぼしている可能性があるが，未だ定量的には

明らかになっていないのが現状である．そこで本研究で

は，明確なドレスコードが無く服装の自由度が高いもの

の，本来的には学業の場である大学を対象として，大学

生の通学時の服装が学内の景観と授業態度に与える影響

について，筑波大学の学生を対象としたアンケート調査

により定量的に把握することを目的とする． 

 

 

2. 既往研究と仮説 

 

本章では，服装，被服と景観に関する既往研究の概要

と本研究の仮説を述べる． 

 

(1) 被服に関する既往研究 

被服行動に関する研究は，主に家政学，生活科学，被

服心理学，社会学などの分野に多く見られる(例えば文

献4) – 12))． 

福岡ら11)は，さまざまな社会的場面における着装意識

度の評定から着装基準の構造化を試み，インフォーマル，



 

 

フォーマル，セミフォーマルの3因子を抽出し，｢学校へ

通学する｣場面はインフォーマルな場面であると定義し

ている．さらに着装基準の重視度を場面別に分散分析し，

インフォーマルな場面で服装を意識する人ほど，人目を

引き，自分を引き立て自己表現できるといった「個性・

流行」の基準を重視していると述べている． 

また，藤木12)は，通学途中や学内にいる場面は決して

プライベートな場面ではなく，少なくとも社会もしくは

その組織を構成する一員としてのパブリックな要素を否

定することはできないと指摘している．また，他者との

関係において，服装はコミュニケーションの手段として

の役割を有するため，T.P.O.をわきまえ，他者に配慮す

ることで，よりよい関係を構築することができるとも述

べている．このような問題意識から，女子短大生の服装

に関する意識調査として，通学時の服装にふさわしいも

のがあるかないかを問うたところ，｢ある｣と｢ない｣の比

率はおよそ２：３であった．このうち「ある」と答えた

学生は｢大学に勉強に来ている｣という目的やT.P.O.を認

識し，服装を他者とのコミュニケーション手段ととらえ

ていること，「ない」と答えた学生は自己の快適性・満

足感を中心に服装を選択していることを報告している． 

 

(2) 景観に関する既往研究 

服装が都市景観に及ぼす影響について言及している研

究として，青木1)は，景観イメージを構成するものとし

て，建物や木々など自然などのいわゆる景観に加え，そ

こにいる人々の服装も関係する，と述べている．景観に

加わる人間がその景観に似合っているならば，景観の印

象はその前後で不変に保たれるというのである． 

藤井2) 3)は，「行動」の景観に対する本質的影響は，純

粋な自然景観を除く全ての景観において存在しうるとし，

一人一人の行動変容が景観変容を導く根源的契機である

と論じている．また，都市景観に対する議論において，

街や地域，そして国土を今よりも「美しい」ものとする

ために求められるのは，そこに住まう人々の暮らしぶり

を美しく「行動変容」することであると述べている．こ

の論理に当てはめれば，一人一人が整った服装をする方

向に行動変容するなら，その都市の街路景観も美しく整

ったものになる可能性を秘めていると言えよう． 

 

(3) 本研究の仮説 

以上の既往研究より，被服行動が，T.P.O.をわきまえ

るなどの生活態度と関連を持つこと，ならびに服装が景

観に影響を及ぼすことが示された． 

本研究では，これらをふまえ，大学生の被服行動の表

れである服装のうち，運動目的以外の日常的な運動着

(ジャージ･スウェット)に着目することとした．運動着

は体育の授業や運動系の部活に着用するためのものであ

るが，動きやすく着脱しやすいこと，運動着を部屋着や

パジャマにしている場合就寝時と同じ服装で外出できる

ことなど，個人的なメリットは大きいと考えられる．し

かしながら，｢運動着での登校はだらしがない｣｢風紀が

乱れる｣｢大学イメージが低下する｣など，大学としての

社会的なデメリットも存在する可能性があり，社会的ジ

レンマの構造が潜んでいる可能性もある13)． 

そこで本研究では，運動着の日常的な着用が大学内の

景観と授業態度に与える影響について，定量的に明らか

にするため，以下の二つの仮説を措定し，検証すること

とした． 

 

仮説1) 運動着(ジャージ･スウェット)での登校は，大学

内の景観イメージにネガティブな影響を及ぼす． 

 

仮説2) 運動着(ジャージ･スウェット)での登校は，授業

態度にネガティブな影響を及ぼす． 

 

 

3. 調査概要 

 

 本章では，研究対象とした筑波大学の概要を述べると

ともに，調査の方法と調査項目について詳述する． 

 

(1) 筑波大学の概要と学生の服装の現況 

筑波大学は茨城県南部の筑波研究学園都市に位置し，

学生約12,000人，教職員約6,000人の総合大学である．新

入生の多くは大学敷地内にある学生寮に居住し，2年生

以上の学生も多くは大学周辺のアパートに居住しており，

自転車で通学する学生が7～8割となっている．2005年の

つくばエクスプレス開通以降，首都圏から自宅通学する

学生も徐々に増えており，公共交通での通学者も増加し

つつある． 

大学周辺に居住する学生の中には，体育の授業が無い

日でも運動着(ジャージやスウェット)で登校する人もい

る．大学本部としては服装は個人の自由に任せるとの方

針で，特に大きな問題とは認識していない状況にある． 

筑波大学のもう一つの特徴は，体育専門学群という体

育･スポーツ･健康に関する最新の科学を扱う学部がある

ことである．オリンピック出場やプロサッカー選手をめ

ざす一流選手を有していることでも知られ，日常的に運

動着を着用する学生も多い．  

ここで，筑波大学の学生は，スーツや運動着以外の服

装のことを｢私服｣と呼んでいる．本来はスーツや運動着

も私服に含まれるものの，適切な言葉が見あたらなかっ

たため，本研究ではスーツや運動着以外の服装を｢私服｣

と呼称する． 

 



 

 

図-1 景観写真へのイメージ評価 調査票例 (A．大学の建物(屋外)) 

図-2 景観写真へのイメージ評価に用いた写真 (B．教室の中)) 

(2) 調査の方法 

調査は，筑波大学で開講される講義の担当教員に依頼

し，授業後の休み時間に直接配布･回収して実施した．

また，筑波大学との比較対象として，東京大学，大阪大

学，国士舘大学に所属する教員にアンケート調査への協

力を依頼し，それぞれの大学の授業時に配布･回収して

もらった(東大37名，阪大85名，国士舘大38名)．筑波大

学における配布数は表-1の通りである． 

 なお，総合科目は，大学内の全ての学部の学生が受講

できる科目であり，所属学部の偏りを無くすために選定

した講義である．体育専門学群は，本研究では運動着と

いう服装に着目したことから，特殊な事情をもつこの学

部のサンプルを多めに取得する必要があると考えたため，

三つの講義を選定した． 

 

表-1 筑波大学における配布講義とサンプル数 

開設区分 授業名 サンプル数

総合科目 知的財産のしくみ 87
総合科目 キャリアデザインⅣ 127
社会工学類開設 国際金融論 78
体育専門学群開設 身体教育の社会学 43
体育専門学群開設 専門語学 21
体育専門学群開設 生理学 173

計 529  

(3) 調査項目 

アンケートの調査項目のうち，本研究で使用する尺度

とその両端の定義を表-2に示す．  

表-2 調査項目と尺度 
―――――――――――――――――――――――
■ 個人属性：性別，学年，所属学部，通学の交通手段，居住

形態(実家，寮，アパートなど) 

■ 景観写真へのイメージ評価：人物なし，運動着，私服の

各々の写真の評価を図-1に示す項目と尺度両端の定義につい

て，5件法で評価を要請． 

■ 授業態度：授業に出る気がしないことがある。／朝寝坊な

どで授業に遅れることがある。／なんとなく授業をサボる

ことがある。／大学からの連絡事項を見落としてしまうこ

とがある。／授業の課題が遅れたり、出さなかったりする

ことがある。／授業中に居眠りをしてしまうことがある。

(全く当てはまらない～とても当てはまる，の5件法)   

■ 運動着での登校経験：ジャージ･スウェットで登校したこと

がありますか?  (はい，いいえの2件法) 

■ 運動着での登校に対する意識：ジャージ・スウェット登校

に賛成である。／ジャージ・スウェットの多い大学のイメ

ージは良い。／ジャージ・スウェット登校は大学生の服装

としてふさわしいと思う。／ジャージ・スウェットが好き

である。／ジャージ・スウェットはかっこいいと思う。／

ジャージ・スウェットを着ている人に恋をする。／ジャー

ジ・スウェットによって風紀が乱れると思う。／ジャー

ジ・スウェット登校はだらしないと思う。／これからジャ

ージ・スウェット登校を続けようと思う。 (全く当てはま

らない～とても当てはまる，の5件法) 

―――――――――――――――――――――――



 

 

図-3 写真の人物の服装が景観写真に似合っているか

図-4 A．大学の建物(屋外)景観写真へのイメージ評価 
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図-5 B．教室の中 景観写真へのイメージ評価 
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図-6 B．教室の中 景観写真へのイメージ評価 

景観写真へのイメージ評価については，青木ら1)のア

プローチを参考に，A．大学の建物(屋外)( 図-1)と，B．

教室の中(図-2)の二つの場面において，(i)人物無し，(ii)

私服の人物4名，(iii)運動着の人物4名，の三種類の写真

を提示し，図-1に示す景観評価の項目を問うた．青木ら

の研究では，(i)人物無しの景観評価を基準とし，(ii)(iii)

の人物が写った写真の景観評価との差異が少ないほど，

人物が背景に｢似合っている｣と評価している．本研究に

おいても，同様の評価を行うこととした． 

 

 

4. 分析結果 

 

(1)  服装と景観に関する分析結果 

図-3は，場面毎に私服とジャージのどちらが背景の景

観写真と似合っているかを5件法で問うた質問の平均値

である．屋外，屋内ともに，運動着の方が｢似合ってい

ない｣と評価されていることが示された． 

図-4，図-5は，それぞれA．大学の建物(屋外)の景観写

真へのイメージ評価，B．教室の中の景観写真へのイメ

ージ評価の平均値と，人物無しの写真の平均との差をグ

ラフ化したものである．線の絶対値が大きいほど，人物

無しの写真との乖離が大きいことを示しており，｢景観

に似合っていない｣と評価されたと見なしている1)．図-4，

図-5よりどちらも服装がジャージであったほうが絶対値

が大きいほか，ジャージ･私服それぞれのスコアの絶対

値の合計はAのジャージが3.34，私服が2.45，Bのジャー

ジが3.08，私服が2.43といずれも私服の方が乖離が少な

く，景観として評価が高いことが示された．  

これらより，ジャージは私服に比べて大学内の景観に

ネガティブな影響を及ぼしていることが示され，仮説1

が検証された． 

 

(2)  服装と授業態度に関する分析結果 

図-6は，運動着での登校(ジャージ登校)の経験有無別

に授業態度のスコア(表-2参照)を比較したグラフである．

｢授業に出る気がしない｣｢授業をさぼる｣行為についてジ

ャージ登校経験がある人の方が有意に行う傾向が示され

た．また，遅刻，連絡事項を見落とす，授業中の居眠り

についても，ジャージ登校経験がある人の方が，統計的

有意に高いことが示された．これより，仮説2が検証さ

れた． 

なお，先に述べた体育学群については，授業カリキュ

ラム上，日常的に運動着を着用する必要があることから，

ジャージ登校経験が無い人が皆無であった．そこで，体

育学群の特殊事情として，運動着登校が授業態度にそれ

ほど影響しない可能性も考えられるため，体育学群とそ

れ以外の学群の｢ジャージ登校経験あり｣の学生間で授業



 

 

表-3 体育専門学群とそれ以外別 ジャージ登校経験ある人の授業態度 

表-4 運動着での登校経験 有無別 運動着登校への意識 平均値の差のt検定結果 

n M SD n M SD t p
授業に出る気がしないことがある。 238 3.63 1.25 210 3.80 1.15 -1.485 .069
朝寝坊などで授業に遅れることがある。 238 2.62 1.40 210 3.03 1.58 -2.900 .002
なんとなく授業をサボることがある。 238 2.54 1.39 210 2.66 1.59 -.847 .199
大学からの連絡事項を見落としてしまうことがある。 238 3.30 1.14 210 3.57 1.20 -2.449 .075
授業の課題が遅れたり、出さなかったりすることがあ 238 2.25 1.20 210 2.53 1.48 -2.236 .013
授業中に居眠りをしてしまうことがある。 238 3.86 1.17 210 3.72 1.21 1.271 .102

n：サンプル数，　M:平均，　SD：標準偏差，　p：有意確率(片側)

平均値の差の
t検定

「ジャージ登校の経験ある｣と回答した人
体育専門学群 体育専門学群　以外

ｎ M SD ｎ M SD ｔ ｐ

ジャージ・スウェット登校に賛成である。 407 3.55 1.24 64 3.22 3.95 1.34 .090 *
ジャージ・スウェットの多い大学のイメージは良い。 408 2.72 1.08 64 2.19 0.94 3.73 .000 ***
ジャージ・スウェット登校は大学生の服装としてふさわしいと思う 408 2.80 1.17 64 2.41 1.14 2.53 .006 ***
ジャージ・スウェットが好きである。 407 3.55 1.19 64 2.89 1.35 4.06 .000 ***
ジャージ・スウェットはかっこいいと思う。 406 2.99 2.24 64 2.44 1.18 1.94 .027 **
ジャージ・スウェットを着ている人に恋をする。 405 2.40 1.15 64 2.02 1.06 2.55 .006 ***
ジャージ・スウェットによって風紀が乱れると思う。 406 2.31 1.12 64 2.52 1.21 -1.36 .087 *
ジャージ・スウェット登校はだらしないと思う。 407 2.55 1.17 64 2.84 1.21 -1.89 .030 **
これからジャージ・スウェット登校を続けようと思う。 407 3.40 1.33 64 1.83 1.12 8.98 .000 ***

n：サンプル数，　M:平均，　SD：標準偏差，　p：有意確率(片側)

平均値の差の
ｔ検定（片側）

ジャージ登校　経験あり ジャージ登校　経験無し

ジャージ･スウェットでの登校経験

13.0%

27.6%

87.0%

72.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通非利用

公共交通利用

経験なし 経験あり

0% 50% 100%

大阪大学

国士舘大学

東京大学

筑波大学

ジャージ登校率 公共交通不使用率

n=529

n=36

n=36

n=83

相関係数
＝.318***

***:p<0.01

図-7 筑波大学における服装と通学手段     図-8 四大学における運動着登校率と公共交通不使用率 

態度の平均値の差のt検定を行った結果を表-3に示す．

これより，｢授業中の居眠り｣以外の授業態度については，

体育学群の方がその他の学群よりも良いことが示された．

具体的には，体育学群は｢授業に出る気がしない｣｢大学

からの連絡事項を見落とす｣は有意に低い傾向にあり，

｢遅刻｣｢｣課題未提出･遅延｣の項目では統計的有意に低い，

つまり授業態度がよいことが示された．よって，仮説2

については，カリキュラム上運動着を着る必要のある体

育学群にはそれほど当てはまらず，その他の学群につい

てより強い関係がある可能性が示唆されたと言える． 

 

(3)  服装と交通手段，運動着登校への評価 

次に，筑波大学における運動着登校経験の有無別の通

学交通手段の割合を図-7に示す．これより，大学に公共

交通で通っている人は，そうで無い人に比べ運動着登校

経験が少ないことが示された．これは，不特定多数の人

が利用する公共交通はパブリックな場所と認識し，

T.P.O.をわきまえ，他者に配慮する傾向があることを示

している可能性がある． 

同様に，調査にご協力くださった四つの大学の運動着

登校経験率と，公共交通不使用率を見ると(図-8)，正の

有意な相関が見られた．これらより，服装と交通手段に

も密接な関係があることが示された． 

表-4は運動着での登校経験有無別の運動着登校への意

識を示したものである．平均値の差のt検定を行ったと

ころ，運動着での登校経験がある人は，経験が無い人に

比べ，全ての項目において運動着での登校をポジティブ

に捉えていることが示された． 

 

 
5. おわりに 

 

(1) 本研究の成果 

本研究では，運動着の日常的な着用が大学内の景観と

授業態度に与える影響について，定量的に明らかにする

ため，二つの仮説を措定し，検証した． 

その結果，運動着(ジャージ･スウェット)での登校は，

大学内の景観イメージにネガティブな影響を及ぼすこと，

ならびに運動着(ジャージ･スウェット)での登校は，授

業態度にネガティブな影響を及ぼすことが明らかとなっ

た．ただし，運動着と授業態度の関係については因果関

係であるとは言い切れず，例えば｢だらけ｣など本研究で



 

 

は観測していない他の要因に起因する可能性もあると考

えられる． 

 他にも，大学に公共交通で通っている人の方が，そう

で無い人と比べ運動着登校経験が少ないこと，運動着登

校経験がある人の方が運動着登校に関してポジティブな

意見を形成していることが示された． 

 

(2) 今後の課題 

本研究では，服装と景観，授業態度の関係に着目して

分析を行った．今後は，これらの知見を活かしたコミュ

ニケーション･ツールを作成し，大学生の安易な運動着

登校への意識の向上を図っていく試みが必要であると考

えられる． 

また，本研究では大学という限定された空間における

学生の服装を対象としたが，一般的な都市景観において

も同様に，個々人の服装が景観や生活態度に影響を及ぼ

すことが予想される．今後，中心市街地や公共交通の中

といった公共空間においても，服装の影響を把握してい

きたいと考える． 
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